
March 24, 2019

天への道への道道
ヨハネ 14:1-6

14:1 「あなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま心を騒がせてはなりません。神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま騒がせてはなりません。神を信じ、まがせては心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなりません。神を信じ、ま神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじ、ま

たわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじなさい。神を信じ、ま

14:2 わたしの道父の家には住む所がたくさんあります。そうでなの道家には住む所がたくさんあります。そうでなには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま住む所がたくさんあります。そうでなむ所がたくさんあります。そうでな所がたくさんあります。そうでながたくさんあります。神を信じ、まそうでな

かったら、あなたがたの道ために場所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま用意しに行く、と言ったしに行く、と言ったく、と言った言ったった

でしょうか。神を信じ、ま

14:3 わたしが行く、と言ったって、あなたがたに場所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま用意しに行く、と言ったしたら、また来

て、あなたがたを騒がせてはなりません。神を信じ、まわたしの道もと言ったに迎えます。わたしがいるとこえます。神を信じ、まわたしがいると言ったこ

ろに、あなたがたもいるようにするためです。神を信じ、ま

14:4 わたしがどこに行く、と言ったくの道か、その道道を騒がせてはなりません。神を信じ、まあなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていってい

ます。神を信じ、ま」

14:5 トマスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、に言ったった。神を信じ、ま「主よ、どこへ行かれるのか、よ、どこへ行く、と言ったかれるの道か、

私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま分かりません。どうしたら、その道を知ることがでかりません。神を信じ、まどうしたら、その道道を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていること言ったがで

きるでしょうか。神を信じ、ま」

14:6 イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま彼に言われた。「わたしが道であり、真理でありに言ったわれた。神を信じ、ま「わたしが道であり、真理でありであり、

いの道ちなの道です。神を信じ、まわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもしてでなければ、だれも父の家には住む所がたくさんあります。そうでなの道みも

と言ったに行く、と言ったくこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まできません。神を信じ、ま

　一、陰府への道への道道

　使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道十字架と死について、「ポンテオ・ピと言った死について、「ポンテオ・ピについて、「ポンテオ・ピ

ラトの道もと言ったに苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られしみを騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け、十字架につけられ、死にて葬られけ、十字架と死について、「ポンテオ・ピにつけられ、死について、「ポンテオ・ピにて葬られられ、

陰府（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部よみ）にくだり…」と言った言ったっています。神を信じ、ま使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピの道この道部

分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、コリント第一 15:3-5より取られていて、そこには、「私られていて、そこには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがで

があなたがたに最も大切なこととして伝えたのは、私も受けたも大切なこととして伝えたのは、私も受けたなこと言ったと言ったして伝えたのは、私も受けたえたの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでも受け、十字架につけられ、死にて葬られけた

こと言ったであって、次のことです。キリストは、聖書に書いてあるの道こと言ったです。神を信じ、まキリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、聖書に書いてあるに書に書いてあるいてある



と言ったおりに、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちの道罪のために死なれたこと、また、葬られたの道ために死について、「ポンテオ・ピなれたこと言った、また、葬られられた

こと言った…」と言ったあります。神を信じ、ましかし、コリント第一 15章には「陰府には心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「陰府

にくだり」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まありません。神を信じ、ま使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「死について、「ポンテオ・ピにて葬られら

れ」の道後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。に「陰府にくだり」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らを騒がせてはなりません。神を信じ、ま付け加えたのです。け加えたのです。えたの道です。神を信じ、ま

　使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピの道もと言ったになった「古ローマ信条」にも「陰府にくだローマ信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピ」にも「陰府にくだ

り」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま無く、それが使徒信条に加えられたのはく、それが使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピに加えたのです。えられたの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、

350年からから 360年からごろだろうと言った言ったわれています。神を信じ、まそれで、「陰

府にくだり」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピに無く、それが使徒信条に加えられたのはくてもよいの道では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まと言ったい

う考えが起こりました。また、「キリストが陰府にくだった」えが起こりました。また、「キリストが陰府にくだった」こりました。神を信じ、ままた、「キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トが陰府にくだった」

と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らの道解釈はさまざまなので、紛争を避けるためにも、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まさまざまなの道で、紛争を避けるためにも、を騒がせてはなりません。神を信じ、ま避けるためにも、けるためにも、

この道部分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、ま削ってしまったほうが良いのではという人もありまってしまったほうが良いのではという人もありまいの道では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まと言ったいう人もありまもありま

す。神を信じ、まさらに、聖書に書いてあるには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トが陰府にくだった」と言ったいう直

接の言葉が無いので、この部分は聖書的ではない。だから、使の道言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らが無く、それが使徒信条に加えられたのはいの道で、この道部分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま聖書に書いてある的ではない。だから、使では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まない。神を信じ、まだから、使

徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピを騒がせてはなりません。神を信じ、ま教会の信仰告白として受け入れることができないと主の道信じ、ま仰告白として受け入れることができないと主と言ったして受け、十字架につけられ、死にて葬られけ入れることができないと主れること言ったができないと言った主よ、どこへ行かれるのか、

張する人もあるほどです。する人もありまもあるほどです。神を信じ、ま

　「キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トが陰府にくだったと言ったいう聖書に書いてあるの道直接の言葉が無いので、この部分は聖書的ではない。だから、使の道言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らがない

から、この道部分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま聖書に書いてある的ではない。だから、使では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まない」と言ったいう意しに行く、と言った見に、私たちは賛に、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま賛

成しません。なぜなら、信仰告白の言葉は、かならずしも、聖しません。神を信じ、まなぜなら、信じ、ま仰告白として受け入れることができないと主の道言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、かならずしも、聖

書に書いてあるの道言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らからの道引用を騒がせてはなりません。神を信じ、まつなぎ合わせて作るものではないからで合わせて作るものではないからでわせて作るものではないからでるもの道では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まないからで

す。神を信じ、またと言ったえば、「三位一体」という言葉そのものは聖書になく」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らその道もの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま聖書に書いてあるになく

ても、聖書に書いてあるの道いたると言ったころに三位一体」という言葉そのものは聖書になくの道神を信じ、まが描かれており、かれており、

「三位一体」という言葉そのものは聖書になくは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま非聖書に書いてある的ではない。だから、使である」などと言ったいうなら、それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「異

端」の教えとなってしまいます。「異端」の教えは、聖書のあ」の道教えと言ったなってしまいます。神を信じ、ま「異端」の教えとなってしまいます。「異端」の教えは、聖書のあ」の道教えは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、聖書に書いてあるの道あ

の道部分かりません。どうしたら、その道を知ることがで、この道部分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、ま引用して作るものではないからでったもの道で、聖書に書いてある全体」という言葉そのものは聖書になくが語ってって

いること言ったから大きく外れています。私たちは、使徒信条にあるれています。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピにある

がままに「陰府にくだり」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らを騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け、十字架につけられ、死にて葬られけ入れることができないと主れた上で、それで、それ

が意しに行く、と言った味するところを、聖書全体から考えてみる必要がありますすると言ったころを騒がせてはなりません。神を信じ、ま、聖書に書いてある全体」という言葉そのものは聖書になくから考えが起こりました。また、「キリストが陰府にくだった」えてみる必要がありますがあります。神を信じ、ま



　「陰府」は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、ヘブライ語ってで「シェオール」、ギリシャ語で」、ギリシャ語で語ってで

「ハデスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、」と言った呼ばれ、死者の世界を表わすのに使われます。旧ばれ、死について、「ポンテオ・ピ者の世界を表わすのに使われます。旧の道世界を表わすのに使われます。旧を騒がせてはなりません。神を信じ、ま表わすのに使われます。旧わすの道に使われます。神を信じ、ま旧

約時代、そこは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま希望のない場所と考えられていました。人は死の道ない場所がたくさんあります。そうでなと言った考えが起こりました。また、「キリストが陰府にくだった」えられていました。神を信じ、ま人もありまは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま死について、「ポンテオ・ピ

ねば、二度とそこから帰って来れないからです。ダビデとバテと言ったそこから帰って来れないからです。ダビデとバテって来れないからです。神を信じ、まダビデと言ったバテ

シバと言ったの道間に生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなに生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなまれた最も大切なこととして伝えたのは、私も受けた初の子どもは生まれて七日して亡くなの道子どもは生まれて七日して亡くなどもは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなまれて七日して亡くなして亡くなくな

りました。神を信じ、まダビデは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま子どもは生まれて七日して亡くなどもの道命が助かるようにと七日の間断食が助かるようにと七日の間断食かるようにと言った七日して亡くなの道間に生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くな断食

して祈りましたが、子どもが亡くなったことを聞いたとき、断りましたが、子どもは生まれて七日して亡くなどもが亡くなくなったこと言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま聞いたとき、断いたと言ったき、断

食を騒がせてはなりません。神を信じ、まやめてしまいました。神を信じ、まそれを騒がせてはなりません。神を信じ、ま不思議に思った家来たちに、に思った家には住む所がたくさんあります。そうでな来たちに、

ダビデは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まこう言ったいました。神を信じ、ま「あの道子どもは生まれて七日して亡くながまだ生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきていると言ったきに私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがで

が断食を騒がせてはなりません。神を信じ、まして泣いたのは、もしかすると主が私をあわれんでくいたの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、もしかすると言った主よ、どこへ行かれるのか、が私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、まあわれんでく

ださり、あの道子どもは生まれて七日して亡くなが生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきるかもしれない、と言った思ったからだ。神を信じ、ましか

し今、あの道子どもは生まれて七日して亡くなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま死について、「ポンテオ・ピんでしまった。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなぜ、断食を騒がせてはなりません。神を信じ、ましなければ

ならないの道か。神を信じ、まあの道子どもは生まれて七日して亡くなを騒がせてはなりません。神を信じ、まもう一度とそこから帰って来れないからです。ダビデとバテ、呼ばれ、死者の世界を表わすのに使われます。旧び戻せるだろうか。私が戻せるだろうか。私がせるだろうか。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでが

あの道子どもは生まれて七日して亡くなの道と言ったころに行く、と言ったくこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まあっても、あの道子どもは生まれて七日して亡くなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでの道と言ったころに

戻せるだろうか。私がっては心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま来ない。神を信じ、ま」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部サムエル」、ギリシャ語で第二 12:22-23）ダビデが「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでが

あの道子どもは生まれて七日して亡くなの道と言ったころに行く、と言ったくこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まあっても、あの道子どもは生まれて七日して亡くなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでの道と言ったころに

戻せるだろうか。私がっては心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま来ない」と言った言ったったように、陰府への道道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま一方通してでなければ、だれも父のみも行く、と言ったで、

生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきている者の世界を表わすのに使われます。旧が陰府に行く、と言ったくこと言ったがあっても、陰府にいるもの道が

生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきている者の世界を表わすのに使われます。旧の道世界を表わすのに使われます。旧にもどってくること言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まないと言ったいうの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、誰

もが知っていっていること言ったでした。神を信じ、ま

　信じ、ま仰者の世界を表わすのに使われます。旧には心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま復活の希望が明らかにされるのですが、だからとの道希望のない場所と考えられていました。人は死が明らかにされるのですが、だからとらかにされるの道ですが、だからと言った

いって、死について、「ポンテオ・ピによって愛する者と切り離される悲しみが無くなるする者の世界を表わすのに使われます。旧と言った切なこととして伝えたのは、私も受けたり離される悲しみが無くなるされる悲しみが無くなるしみが無く、それが使徒信条に加えられたのはくなる

わけでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まありません。神を信じ、ま病気や年齢によるもので、ある程度の覚や年から齢によるもので、ある程度の覚によるもの道で、ある程度とそこから帰って来れないからです。ダビデとバテの道覚

悟ができていても、実際にその時がやってきたときには、どんができていても、実際にその時がやってきたときには、どんにその道時がやってきたと言ったきには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、どん

なに辛く、悲しい思いをすることでしょう。人の死はどんな場く、悲しみが無くなるしい思いを騒がせてはなりません。神を信じ、ますること言ったでしょう。神を信じ、ま人もありまの道死について、「ポンテオ・ピは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まどんな場

合わせて作るものではないからででも辛く、悲しい思いをすることでしょう。人の死はどんな場いもの道ですが、事故などで突然、愛する人を失くしたなどで突然、愛する者と切り離される悲しみが無くなるする人もありまを騒がせてはなりません。神を信じ、ま失くしたくした

と言ったきの道辛く、悲しい思いをすることでしょう。人の死はどんな場さ、悲しみが無くなるしさ、嘆きは、胸が張り裂けるようなもので、きは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、胸が張り裂けるようなもので、が張する人もあるほどです。り裂けるようなもので、けるようなもの道で、



言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らで言ったい表わすのに使われます。旧すこと言ったの道できないほどの道もの道だと言った思います。神を信じ、まイエ

スはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道葬られりの道時も、わが子どもは生まれて七日して亡くなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま失くしたった母マリアを始めとして弟子たマリアを始めとして弟子たを騒がせてはなりません。神を信じ、ま始めとして弟子ためと言ったして弟子どもは生まれて七日して亡くなた

ちの道心を騒がせてはなりません。神を信じ、まに深い悲しみや嘆きがあったに違いありません。神の御い悲しみが無くなるしみや嘆きは、胸が張り裂けるようなもので、きがあったに違いありません。神の御いありません。神を信じ、ま神を信じ、まの道御

子どもは生まれて七日して亡くなであり、救い主であるイエスもまた、私たちと変わらず、悲い主よ、どこへ行かれるのか、であるイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、もまた、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちと言った変わらず、悲わらず、悲しみが無くなる

しみと言った嘆きは、胸が張り裂けるようなもので、きの道中で葬られ、死者の世界へと向かわれたのです。で葬られられ、死について、「ポンテオ・ピ者の世界を表わすのに使われます。旧の道世界を表わすのに使われます。旧へと言った向かわれたのです。かわれたの道です。神を信じ、ま

　使徒信じ、ま条は、イエスの十字架と死について、「ポンテオ・ピが「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま…死について、「ポンテオ・ピにて葬られられ、陰府にくだり…」と言ったいう

時、それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が完全に人もありまと言ったなり、陰府に向かわれたのです。かうと言ったいうこ

と言ったも含めて、人が体験するすべての苦しみを体験してくださっめて、人もありまが体」という言葉そのものは聖書になく験するすべての苦しみを体験してくださっするすべての道苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られしみを騒がせてはなりません。神を信じ、ま体」という言葉そのものは聖書になく験するすべての苦しみを体験してくださっしてくださっ

たこと言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま言ったい表わすのに使われます。旧しています。神を信じ、ま聖書に書いてあるに「人もありま間に生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、一度とそこから帰って来れないからです。ダビデとバテ死について、「ポンテオ・ピぬこと言った

と言った死について、「ポンテオ・ピ後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。にさばきを騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け、十字架につけられ、死にて葬られけること言ったが定まっている」（ヘブルまっている」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部ヘブル」、ギリシャ語で 9:27）

と言ったありますが、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、もまた、人もありまと言ったなって同じ道をたどってくじ道を騒がせてはなりません。神を信じ、またどってく

ださったの道です。神を信じ、ま

　二、天への道への道道

　陰府への道道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま一方通してでなければ、だれも父のみも行く、と言ったです。神を信じ、までは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、もまた陰府に行く、と言ったき、

そこから帰って来れないからです。ダビデとバテること言ったがなかったの道でしょうか。神を信じ、まいいえ、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

三日して亡くな目によみがえりました。陰府より帰ってきたのです。イエによみがえりました。神を信じ、ま陰府より帰って来れないからです。ダビデとバテってきたの道です。神を信じ、まイエ

スはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が「陰府にくだった」こと言ったによって、陰府への道一方通してでなければ、だれも父のみも行く、と言ったの道道

が双方向かわれたのです。の道もの道になったの道です。神を信じ、まそればかりでなく、それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま天への道

につながる道と言ったなったの道です。神を信じ、ま復活の希望が明らかにされるのですが、だからとの道後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま天への道に昇りまりま

した。神を信じ、まそれによってイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま陰府から天への道への道道を騒がせてはなりません。神を信じ、ま切なこととして伝えたのは、私も受けたり開いてくいてく

ださったの道です。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が死について、「ポンテオ・ピなれたの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、その道死について、「ポンテオ・ピによって死について、「ポンテオ・ピに

勝利するため、イエスが陰府にくだったのは、陰府から天へのするため、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が陰府にくだったの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、陰府から天への道への道

道すじを騒がせてはなりません。神を信じ、まつけるためだったの道です。神を信じ、ま

　死について、「ポンテオ・ピ者の世界を表わすのに使われます。旧の道世界を表わすのに使われます。旧は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、暗く、希望のない所と考えられてきましたがく、希望のない場所と考えられていました。人は死の道ない所がたくさんあります。そうでなと言った考えが起こりました。また、「キリストが陰府にくだった」えられてきましたが、

神を信じ、まは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、旧約時代にも、信じ、ま仰者の世界を表わすのに使われます。旧に希望のない場所と考えられていました。人は死の道光を示してくださっていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま示してくださっていしてくださってい

ました。神を信じ、ま詩篇 139:8には心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「わたしが天への道にの道ぼっても、あなたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま



そこにおられます。神を信じ、まわたしが陰府に床を設けても、あなたはそを騒がせてはなりません。神を信じ、ま設けても、あなたはそけても、あなたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まそ

こにおられます」と言ったあって、神を信じ、まの道目によみがえりました。陰府より帰ってきたのです。イエは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま陰府の道世界を表わすのに使われます。旧にまで届いていて

いると言ったあります。神を信じ、ま

　ヨブは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま死について、「ポンテオ・ピぬよりも苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られしい試練に遭ったとき、「ああ、あなたに遭ったとき、「ああ、あなたったと言ったき、「ああ、あなた

が私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、まよみに隠し、あなたの怒りが過ぎ去るまで私を潜ませ、し、あなたの道怒りが過ぎ去るまで私を潜ませ、りが過ぎ去るまで私を潜ませ、ぎ合わせて作るものではないからで去るまで私を潜ませ、るまで私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、ま潜ませ、ませ、

私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでの道ために時を騒がせてはなりません。神を信じ、ま定まっている」（ヘブルめて、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、ま覚えてくださればよいの道に」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部ヨ

ブ 14:13）と言った神を信じ、まに願い、「人は死ぬと、また生きるでしょうい、「人もありまは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま死について、「ポンテオ・ピぬと言った、また生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきるでしょう

か」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部ヨブ 14:14）と言った問うています。じつは、ヨブはこの問いうています。神を信じ、まじつは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、ヨブは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まこの道問うています。じつは、ヨブはこの問いい

の道答をすでに持っていました。ヨブはこう言っています。「私を騒がせてはなりません。神を信じ、ますでに持っていました。ヨブはこう言っています。「私っていました。神を信じ、まヨブは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まこう言ったっています。神を信じ、ま「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがで

は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていっている。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでを騒がせてはなりません。神を信じ、ま贖う方は生きておられ、ついには、土のちう方は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきておられ、ついには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、土のちの道ち

りの道上で、それに立たれることを。私の皮がこのように剝ぎ取られた後たれること言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでの道皮がこのように剝ぎ取られた後がこの道ように剝ぎ取られた後ぎ合わせて作るものではないからで取られていて、そこには、「私られた後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。

に、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでの道肉から神を見る。」（ヨブから神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま見に、私たちは賛る。神を信じ、ま」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部ヨブ 19:25-26）ヨブの道言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬ら

にあるように、旧約の道時代にも復活の希望が明らかにされるのですが、だからとの道希望のない場所と考えられていました。人は死が信じ、ま仰者の世界を表わすのに使われます。旧に明らかにされるのですが、だからとらかに

されていたの道です。神を信じ、ま

　そして、新約の道時代には心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この道希望のない場所と考えられていました。人は死がいっそう確かなものとかなもの道と言った

なりました。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、十字架と死について、「ポンテオ・ピを騒がせてはなりません。神を信じ、ま前にして弟子たちに言いましにして弟子どもは生まれて七日して亡くなたちに言ったいまし

た。神を信じ、ま「あなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま心を騒がせてはなりません。神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま騒がせてはなりません。神を信じ、まがせては心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなりません。神を信じ、ま神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじ、ま

たわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじなさい。神を信じ、まわたしの道父の家には住む所がたくさんあります。そうでなの道家には住む所がたくさんあります。そうでなには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま住む所がたくさんあります。そうでなむ所がたくさんあります。そうでな所がたくさんあります。そうでながたくさん

あります。神を信じ、ま…わたしが行く、と言ったって、あなたがたに場所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま用意しに行く、と言ったしたら、

また来て、あなたがたを騒がせてはなりません。神を信じ、まわたしの道もと言ったに迎えます。わたしがいるとこえます。神を信じ、まわたしがい

ると言ったころに、あなたがたもいるようにするためです。神を信じ、ま」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部ヨハ

ネ 14:1-3）イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この道時、まさに「十字架と死について、「ポンテオ・ピにつけられ、死について、「ポンテオ・ピ

にて葬られられ、陰府にくだ」ろうと言ったしていました。神を信じ、ましかし、イエ

スはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま弟子どもは生まれて七日して亡くなたちに「陰府に行く、と言ったく」と言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま言ったわず、「父の家には住む所がたくさんあります。そうでなの道もと言ったに行く、と言った

く」と言った言ったいました。神を信じ、ま陰府にくだった後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。の道復活の希望が明らかにされるのですが、だからとと言った昇りま天への道を騒がせてはなりません。神を信じ、ま先取られていて、そこには、「私りし

て語ってったの道です。神を信じ、ま

　イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道「わたしがいると言ったころに、あなたがたもいるように



するためです」と言ったいう言った葉はありません。使徒信条は「死にて葬らは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちに大きな慰めを与えますめを騒がせてはなりません。神を信じ、ま与えますえます。神を信じ、ま

「死について、「ポンテオ・ピんだらどうなるの道か。神を信じ、ま」私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ますべてが知っていらされてい

ません。神を信じ、まですから、キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト者の世界を表わすのに使われます。旧であっても、不安があります。があります。神を信じ、ま

不安があります。があって当然だと言った思います。神を信じ、ましかし、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まっきり分かりません。どうしたら、その道を知ることがでかること言った

があります。神を信じ、まそれは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が信じ、まじる者の世界を表わすのに使われます。旧と言った共にいてくださるとにいてくださると言った

いうこと言ったです。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちが息を引き取るときもイエスは共にいてを騒がせてはなりません。神を信じ、ま引き取られていて、そこには、「私ると言ったきもイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま共にいてくださるとにいて

くださり、死について、「ポンテオ・ピの道かなたにも共にいてくださるとにいてくださるの道です。神を信じ、まそして、

イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちの道いると言ったころに共にいてくださるとにいてくださるばかりでなく、

私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちもまた、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道おられると言ったころにいるようになるの道で

す。神を信じ、ま

　十字架と死について、「ポンテオ・ピにかけられた犯罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまの道ひと言ったりが十字架と死について、「ポンテオ・ピの道上で、それで悔い改めい改めめ、

イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじたと言ったき、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まこう言ったいました。神を信じ、ま「まこと言ったに、

あなたに言ったいます。神を信じ、まあなたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま今日して亡くな、わたしと言ったと言ったもにパラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、

にいます。神を信じ、ま」（よみ）にくだり…」と言っています。使徒信条のこの部ル」、ギリシャ語でカ 23:43）これは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この道犯罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまの道たましいが

イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、と言った共にいてくださるとに、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道おられると言ったころにいるようになると言ったい

う約束です。「今日」と言われているのは、イエスの死後、こです。神を信じ、ま「今日して亡くな」と言った言ったわれているの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道死について、「ポンテオ・ピ後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。、こ

の道強盗もすぐに亡くなったからです。十字架刑というのは、生もすぐに亡くなくなったからです。神を信じ、ま十字架と死について、「ポンテオ・ピ刑というのは、生と言ったいうの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くな

かさず殺さず、何日間も犯罪人をさらしものにし、徐々に死にさず、何日して亡くな間に生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなも犯罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまを騒がせてはなりません。神を信じ、まさらしもの道にし、徐々に死にに死について、「ポンテオ・ピに

至らせる残酷なものですから、「今日」その苦しみから解放さらせる残酷なものですから、「今日」その苦しみから解放さなもの道ですから、「今日して亡くな」その道苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られしみから解放ささ

れると言ったいうの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この道人もありまにと言ったって大きなあわれみだったの道です。神を信じ、ま

　イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が復活の希望が明らかにされるのですが、だからとしたの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま三日して亡くな後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が昇りま天への道したの道は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま復活の希望が明らかにされるのですが、だからとか

ら四十日して亡くな後に「陰府にくだり」という言葉を付け加えたのです。です。神を信じ、まなの道に、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「あなたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま今日して亡くな、わたしと言った

と言ったもにパラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、にいます」と言った言ったいました。神を信じ、まなぜでしょうか。神を信じ、ま

それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この道人もありまが悔い改めい改めめた「今日して亡くな」、そこにパラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が

やってきたからだと言った思います。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まル」、ギリシャ語でカ 15:7で「あなたが

たに言ったいます。神を信じ、まそれと言った同じ道をたどってくじように、一人もありまの道罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまが悔い改めい改めめるな

ら、悔い改めい改めめる必要がありますの道ない九十九人もありまの道正しい人のためよりも、しい人もありまの道ためよりも、



大きな喜びが天にあるのです」と言いました。百人のうちひとび戻せるだろうか。私がが天への道にあるの道です」と言った言ったいました。神を信じ、ま百人もありまの道うちひと言った

りでも地上で、それで悔い改めい改めめる人もありまがいれば、天への道では心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま大きな喜びが天にあるのです」と言いました。百人のうちひとび戻せるだろうか。私がが湧きき

上で、それがると言ったいうこと言ったですが、それと言った同じ道をたどってく時に、この道救い主であるイエスもまた、私たちと変わらず、悲いの道喜びが天にあるのです」と言いました。百人のうちひとび戻せるだろうか。私がは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま悔い改め

い改めめた人もありまの道と言ったころにもやって来て、悔い改めい改めめたその道日して亡くなより、

その道人もありまの道いると言ったころがパラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、になると言ったいうこと言ったでもあると言った

思います。神を信じ、まこの道犯罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまが悔い改めい改めめたその道日して亡くな、その道時、ゴル」、ギリシャ語でゴタ

の道丘、十字架と死について、「ポンテオ・ピの道上で、それにさえ、パラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が現れたと言ってよいとれたと言った言ったってよいと言った

思います。神を信じ、ま

　イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま人もありまと言ったなり、十字架と死について、「ポンテオ・ピの道苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られしみを騒がせてはなりません。神を信じ、ま耐え、死に、陰府にくえ、死について、「ポンテオ・ピに、陰府にく

だりました。神を信じ、ま天への道の道栄光を示してくださっていから、これ以上で、それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま低くはなれない、どんくは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなれない、どん

底までも降りてきてくださったのです。そうであるなら、「私までも降りてきてくださったのです。そうであるなら、「私りてきてくださったの道です。神を信じ、まそうであるなら、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがで

は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を信じ、まから遠く離れすぎている。どん底にいるような私は救われく離される悲しみが無くなるれすぎ合わせて作るものではないからでている。神を信じ、まどん底までも降りてきてくださったのです。そうであるなら、「私にいるような私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま救い主であるイエスもまた、私たちと変わらず、悲われ

ない」などと言った、誰も言ったうこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まできません。神を信じ、まどん底までも降りてきてくださったのです。そうであるなら、「私でもがいて

いるような人もありまであっても、そこにも救い主であるイエスもまた、私たちと変わらず、悲い主よ、どこへ行かれるのか、がおられること言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、ま

じるなら、陰府にまでくだったイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、によって救い主であるイエスもまた、私たちと変わらず、悲われるの道です。神を信じ、ま

この道イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、によって、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道おられる天への道の道家には住む所がたくさんあります。そうでなに上で、それって行く、と言ったくこ

と言ったができるの道です。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まその道ために「十字架と死について、「ポンテオ・ピにつけられ、

死について、「ポンテオ・ピにて葬られられ、陰府にくだ」ったの道です。神を信じ、ま死について、「ポンテオ・ピに勝利するため、イエスが陰府にくだったのは、陰府から天へのし、天への道に上で、それ

り、天への道への道道を騒がせてはなりません。神を信じ、ま確かなものとかなもの道にしてくださったの道です。神を信じ、ま「わたし

が道である」と言った言ったって、天への道への道道その道もの道と言ったなってくださった

の道です。神を信じ、まあなたの道いると言ったころがどこであっても、そこから天への道へ

の道道が始めとして弟子たまるの道です。神を信じ、まさあ、この道イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、を騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもって、天への道への道道を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

上で、それっていこうでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まありませんか。神を信じ、ま

　（祈り）り）

　罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまの道悔い改めい改めめを騒がせてはなりません。神を信じ、ま喜びが天にあるのです」と言いました。百人のうちひとんでくださる神を信じ、まさま、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、によって、

あなたに立たれることを。私の皮がこのように剝ぎ取られた後ち返る道、また天にいたる道を開いてくださり感謝る道、また天への道にいたる道を騒がせてはなりません。神を信じ、ま開いてくいてくださり感謝



します。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が十字架と死について、「ポンテオ・ピの道上で、それの道犯罪のために死なれたこと、また、葬られた人もありまにパラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、を騒がせてはなりません。神を信じ、ま約束です。「今日」と言われているのは、イエスの死後、こされ

たように、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちにも、「今日して亡くな、わたしと言ったと言ったもにパラダイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、に

いる」と言ったの道約束です。「今日」と言われているのは、イエスの死後、こを騒がせてはなりません。神を信じ、ま与えますえてください。神を信じ、ま今日して亡くなを騒がせてはなりません。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、と言った共にいてくださるとに生まれた最初の子どもは生まれて七日して亡くなきる

こと言ったによって、永遠く離れすぎている。どん底にいるような私は救われを騒がせてはなりません。神を信じ、まもイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、と言った共にいてくださるとにあること言ったができますよう、

助かるようにと七日の間断食けてください。神を信じ、ま主よ、どこへ行かれるのか、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の道お名前にして弟子たちに言いましで祈りましたが、子どもが亡くなったことを聞いたとき、断ります。神を信じ、ま


